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主論文 1 編  
 Pristimerin inhibits the proliferation of HT1080 fibrosarcoma cells by inducing apoptosis.  
 Oncology Letters: 19: 2963-2970, 2020 
 
 








腫に対する PM の抗腫瘍効果を評価することである．  
申請者は，ヒト線維肉腫細胞として HT1080 を，ヒト正常線維芽細胞として aHDF を用いた． 
PM を添加し，12，24，48 時間後における細胞増殖の抑制効果と 50％阻害濃度（half maximal 
inhibitory concentration：IC50 と略）を算出した．PM 添加 24，48 時間後のアポトーシス誘導効
果を AnnexinV-PI assay で評価した．アポトーシスの指標となる caspase-3/7 の活性を，PM 添加
6 時間後に測定した．腫瘍増殖関連因子である Akt，mTOR，NF-κB，ERK とアポトーシス関
連因子である JNK，Bax，Bcl-2 に対する PM の影響を，western blotting 法で確認した．in vivo に
おいて，ヒト線維肉腫細胞の皮下移植マウスを作製した．PM を腹腔内へ投与し，腫瘍体積お
よびマウス体重を計測した．15 日後に腫瘍重量と肝機能および腎機能を評価した．  
PM は濃度・時間依存性にヒト線維肉腫細胞の増殖を抑制した．PM 添加 12，24，48 時間後
における IC50 は，ヒト線維肉腫細胞でそれぞれ 0.43 µM，0.16 µM，0.13 µM であった．ヒト
正常線維芽細胞では 1 µM 以上，0.59 µM，0.32 µM であった．PM 添加によりアポトーシスを
きたした細胞数は，濃度・時間依存性に増加し，Caspase-3/7 の活性は，濃度依存性に上昇した．
PM は濃度依存性にリン酸化 Akt，mTOR，NF-κB，ERK の発現を低下させた．PM は濃度依存
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